
『住居空間展示場』 

 

                           涌井 直樹 (指導教員 八尾 廣) 

 

 はじめに 

現在の住宅展示場はパッケージで家を売っている

が、一生のうちで１番高く、何１０年も使い続ける

ものを、決められた中から選んで買うという方法は

果たして良いのだろうか？もっと自由に！思い描い

た空間を明確に実現させ、最高の家を手に入れるこ

とが重要なのではないだろうか。 

 

 敷地 

敷地は横浜みなとみらいの開発募集地区。近辺に

は横浜ランドマークタワーやクイーンズスクエア等

のショッピングビルや、パシフィコ横浜、横浜美術

館、映画館、遊園地等のさまざまなスポットが点在

している。さらには、横浜駅、横浜中華街、赤レン

ガ倉庫等の観光地に囲まれているため、近隣住民や

会社員、観光客等多くの人々で連日賑わっている場

所である。 

 

 

 

 

 

 

 

                     

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 建物概要 

構造 鉄骨造 

用途 空間展示 

建築面積 12,600 ㎡ 
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・全体をトラスで組み、幅６０ｍの大きな開放空間

を設けた。６０ｍのスパンを支えるため、外側に引

っ張るための構造を加えている。 
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 設計主旨 

 インテリアは家具の配置や色、素材、形、構造の

違い(天井の高さ、幅)、何かが１つ違うだけで違う空

間となる。そのため、自分が１番住みやすい空間・

安らげる空間・気持ちの良い空間を理解・発見する

のは難しい。建築を知らず、曖昧なイメージしか持

っていない人は、それを実現させるのは困難である。

設計事務所に依頼をしても、自分の考えを十分に伝

えることができず、また、建築家が言っている事を

理解できないこともあるだろう。 

そこで、体験を通じて建築を知り、理解することで、

この問題を解決しようと考えた。実際に空間に入り、

身体で感じ、自分が１番欲している空間とはどのよ

うなものかを理解、発見できれば、曖昧なイメージ

が確信に代わり、自分にとって最高の空間をイメー

ジ、実現することができる。そのために、多種多様

の空間を体験できる場を計画した。 

 

 設計内容 

・同体積 １箱型     面積・高さが異なる。 

    ２いろんな形  高さ３ｍ固定 

・天井高さの変化  面積・レイアウトは固定 

・幅  １ｍ～１０ｍ どの幅が自分には合うか 

・窓 

・階段 

・ステップフロア 

・オフィス 

・その他空間 
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